
 本業部門と運輸部門を分離し、運輸部門の中で新規事業を進める案につい

ては、融資を検討する金融機関からすれば同一視連結の中で評価されること

になるため、分社化を考えず新規事業での採算性を追求し検討していくこと

を提案した。 
競合が少ない土地に自動車に関する部品（中古部品等）の店舗を構え、ユ

ーザーを限定して販売する。当初はフランチャイズ店での営業を行い、将来

的には独立することを検討している。 
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○ 分社化による新規事業への取組みの問題点、課題について

○ フランチャイズへの加盟について  

 加盟については、初期投資の増加や利益を圧迫すること等不利な面もある

ため、独自に展開する場合とのメリット・デメリットなどを総合的に検討す

ることが必要となる。 

 実施には至っていないが、インターネットによる販売先を国内だけではな

く国外も対象とするように事業計画の見直しを行っている。 

○ 事業計画について  

 事業性があるかどうかが最優先で検討すべき事項であるため、まずは事業

計画作成シートに沿った事業計画書の作成を提案した。 

課題として、次の事を検討する必要がある。 

①人件費や経費などのコストが現実に沿っているか 

②不良在庫が発生した場合、フランチャイズでは本社が買い取ってくれる仕

組みになっているが、単独で行う場合コストが発生するため、処理の方法も

検討し、コストとして計上すること 

③資金の調達を行う場合、初期の投資金額をいかに低く抑えることができる

かがポイントとなる。 

○ 出資者に対する説明について  

 計画では、初期投資が多い割には純利益が伸びず、出資者にとってやや投

資意欲をそがれる点について、当事業が軌道に乗った後の「タイヤ輸入業」

「中古部品輸出業」などの周辺事業への進出計画と事業性を示すことにより

投資に対する十分なリターンが確保できる事を強調する必要がある。 
事業の課題及びアドバイザーの助言 

事業計画の内容 

その後の取り組み状況 


